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2020 授業概要　

授業回数 義肢装具士科4年制4年

科目名 卒業研究Ⅱ

自主的に考え、解決法を導き、問題解決を行える思考力を持つこと。新たな知見や考え方の効果的な伝達の力を持つこと。

講義内容

テーマ検討/グループワーク/文献調査

卒業研究Ⅰよりの継続科目

１）国際義肢装具研究専攻、福祉用具調査開発専攻・・・問題設定、仮説検証、データ収集法、統計的検定、論文作成、プレゼン

テーションを通し、科学的根拠の作り方と提示方法について学ぶことにより、自主的な問題解決能力を身につけると同時に学術大

会等で啓発できることを目指す。

卒業研究Ⅰの研究（課題）計画書を踏まえて研究や開発、製作を遂行し、研究討論、卒業製作展での展示、プレゼンテーションお

よび論文（レポート）作成を行う。

2006年4月～2010年1月共同義肢製作所、2015年～2016年3月に、有限会社AR-Exマネージメント スポーツ装具研究所、埼玉県総

合リハビリテーションセンター,有限会社 ブレース・ジャパンにて義肢装具の採型・製作・適合業務に従事。2010年3月～2015年3

月まで新潟医療福祉大学　医療技術学部　義肢装具自立支援学科において教鞭と研究業務に従事。
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【　準備学習・時間外学習　】

【　使用テキスト　】

【　単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）　】

本実験計画

本実験準備

本実験準備

本実験計画

講義内容

レジュメの作成/プレゼンの準備

レジュメの作成/プレゼンの準備

レジュメの作成/プレゼンの準備

本実験準備

本実験準備

レジュメの作成/プレゼンの準備

本実験

本実験

レジュメの作成/プレゼンの準備

中間発表会（仮実験結果、課題点報告・本実験経過報告）

中間発表会（仮実験結果、課題点報告・本実験経過報告）

本実験

卒業研究発表会（仮実験結果・本実験結果・考察・まとめ）

卒業研究発表会（仮実験結果・本実験結果・考察・まとめ）

レジュメの作成/プレゼンの準備

課題評価の合計点９０％＋平常点１０％（出席・態度）

書籍名 著者名 出版社


